
代表者
役職・氏名

団体所在区

主な活動場所

電話番号     [農業実習in余市教育福祉村]

メールアドレス

ＨＰアドレス

設立年月 1995年　4月～

設立目的

活動内容

活動実績

■  1　保健、医療、福祉の増進 □

■  2　社会教育の推進 □

□  3　まちづくりの推進 □

□  4　観光の振興 ■

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □

□  6　学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □

□  7　環境の保全 □

□  8　災害救援活動 □

□  9　地域安全活動 □

□

13　子どもの健全育成

■沿革：元々NPO法以前に市民団体で発足、新しい教育学び舎づくりを掲げて活動。
・1986年～研究会、・91年～つくる会、・97年～夕張市と協定書締結/廃校舎借用、
・98年～自由が丘プレスクール開校、・2003年～札幌に移転「自由が丘月寒スクール」を持続中
・06年～施設に自然エネルギー導入「エコハウス」、・07年～小樽学校法人支援/役員派遣等
・16年～新しい小学校設立運動、長沼町の廃校舎借用、23年開校へ、
・17年～週末型居場所/みんなのお家､親子ｶﾌｪ、＊毎月各2回の定例会
■普及・協同活動：教育実践を地域市民とつながるための諸活動も並行。
・通信など～会報「教育のフロンティア」通巻277号、ホームページFB、ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ等書籍発行
・連携など～札幌子育て教育ﾌｪｽﾀ/事務局、つきさっぷプロジェクト/会員、北大・教育大等研究室

[柱とする教育内容]
➀偏差値に拠らない自発・体験型授業、②表現活動・もの作り、③人間科・地球に生きる科や、
やってみる科・食育など総合型学習を重視。④各人がわかる基礎科目、
＊「子ども達が主人公＝学ぶ主体」を基本
[主な教育実践]
◇一人ひとりへのサポート、無学年オープンシステム、生徒参画/ミーティングにて運営、
◇多彩な年間行事：地域実習、キャンプ、修学旅行、アウトドア、スケート・スノシュー授業、
◇多様な連携：教育大学/学生実習、市内各大学/実習受入れ、常設農業体験/余市教育福祉村
◇小学生は「初等部」にて別コース。　◇小中高校生むけマンツーマン「GAOKA塾」

19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

令和５年　３月１日　現在　　

　とくていひえいりかつどうほうじんほっかいどうじゆうがおかがくえん・とも
ににんげんきょういくをすすめるかい

　代表理事　吉野　正敏

　札幌市豊平区月寒東1条15丁目5-11

団体概要書

　札幌市、石狩・後志・空知管内

特定非営利活動法人　北海道自由が丘学園・
ともに人間教育をすすめる会

 //www.hokjioka.net

2003/10/1(NPO法人格取得） 活動開始年月

12　男女共同参画社会の形成の促進

（　　011　）　８５８　-　１７１１　　　　　

10　人権の擁護又は平和の推進

11　国際協力の活動

団体名

14　情報化社会の発展

15　科学技術の振興

16　経済活動の活性化

17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

活動分野

□少子高齢化が進行する社会の中で子育てや教育環境には様々な問題が発生しています。とり
わけ過度な受験競争等による不登校18万人（道内7.5千人）やいじめ・ニートなどが深刻です。ま
た、発達障がい児童子どもの貧困さらにはマイノリティなどが厳しい状況に置かれています。
□このような現状に対して、北海道自由が丘学園は「自由と協同の学び舎」づくりを掲げて人間形
成的教育を推進してきました。中心事業である自由が丘月寒スクールでは“もう一つの学校”を展
開中です。

　codmokan@agate.plala.or,jp

18　消費者の保護を図る活動


